
        

令和７年度 船員安全・労働環境取組特別賞 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

受 賞 者：興和海運株式会社 

取組の概要： 

・安全と健康の両面に配慮した現場支援 

（ヒヤリ・ハット収集制度、各船に安全衛生に関する機器等の配備） 

・心身の健康増進と働きがい向上 

（船員の要望より運動器具の配備、インターネット環境の整備、保健師からアド

バイス等を受けられる環境の整備等） 

・自由な意見表明と相互理解を促す職場文化の醸成 

（Google フォームを使用した現場意見等の収集、ハラスメント対策、オリジナ

ルグッズの製作） 

・金融情報提供による生活支援 

（毎月、金融リテラシー向上等を目的とした金融情報の提供） 

取組の名称：多面的な船員支援と現場主導による安全・健康・労働環境改革の実践 



        

【具体的な取組の内容】 

① 安全と健康の両面に配慮した現場支援 

・Google フォームを活用したヒヤリ・ハット事例投稿制度を導入。2024 年度は 10 件の投稿を収

集し、優良事例および投稿回数上位者に対し表彰状と副賞を授与。現場発の安全文化の醸成に

取り組んでいます。 

・熱中症対策として、空調服を希望者全員に配布。全船へ熱中アラームやウェアラブル端末、経

口補水液や塩飴などを支給し、熱中症発症は過去 3 年連続ゼロを達成。 

・機関部全員にイヤーマフを配布し、騒音による疲労や難聴などの健康被害への対策を実施。好

みに応じて使い捨て耳栓も各船に配備。 

・北航路を主とする運航船の浴室に暖房ヒーターを導入。船員の要望に基づき、ヒートショック

予防を目的とした設備改善を実施。 

 

 

 

  



        

② 心身の健康増進と働きがい向上 

・船内に筋トレ器具（1 隻）・ランニングマシン（1隻）・エアロバイク（2隻）・マッサージソファ

（1 隻）・マッサージ器具（1 隻）を導入。交代で日々使用されており、運動習慣の定着と疲労

軽減を後押ししています。これらも船員からの要望により設置しています。 

 

 

・医療法人社団政松会と産業保健契約を締結し、健康診断結果に応じたリスク評価・受診勧奨や

服薬相談などの保健指導を実施。また、ストレスチェック（弊社グループ各社の事業規模的に

は努力義務項目）も 2024 年度から実施し、初年度から実施率 78.7％と高い受検率を記録しま

した。 

加えて、産業保健支援の一環として会社公式の LINE アカウントを開設し、生活習慣病のリスク

が高い社員を中心に、医療法人の保健師等から個別に健康情報の配信や生活改善に向けたアド

バイスを行う体制も整えています。 

こうしたオンラインを活用した継続的なサポートにより、船員の健康意識の向上と継続的な行

動変容の促進を図っています。 

・船内居住区各階に Wi-Fi を独自配線で整備し、福利厚生の一環として通信環境を改善。また、

全船の共有エリアのテレビには FireStick を導入し、娯楽・ニュース視聴・コミュニケーショ

ン機会の創出に活用。 



        

 

 

  



        

③ 自由な意見表明と相互理解を促す職場文化の醸成 

・「GOODNEWS 投稿箱（仲間の良い取組みを社内展開する制度）」や「船内環境改善意見箱（“あった

らいいな”の提案制度）」を設置（Google フォーム）。気軽に投稿できるように QRコードを船内

に掲示し、誰でも提案可能とすることで、実際に浴室暖房導入や運動設備設置に反映されるな

ど、改善サイクルを確立しています。 

・2024 年 4 月にハラスメント規定を全社で制定。ドック入渠時の安全講習と併せて、テキスト教

材の他に動画教材も活用したハラスメント研修を実施し、船員の 100％（休暇中船員を除く）が

受講。陸上でも同年にハラスメント予防会議を開催し、全社的な意識向上を図っています。 

・また、安心して働ける職場環境づくりの一環として万が一ハラスメントの被害にあったり、目

撃したりして不安や精神的に厳しい状況に陥った場合でも、声を上げやすいよう、全船に QRコ

ードによる一次相談窓口を設置。匿名・非対面での初期相談が可能となるよう配慮しています。 

・社内コミュニケーションの活性化や、会社への帰属意識・仕事へのやりがいの醸成を目的とし

て、自社保有船舶のイラストをあしらったオリジナル T シャツやパーカー、ステッカーを制作

し、全社員に配布しています。デザインは社員の意見も取り入れながら作成しており、職種や

年齢に関わらず気軽に着用できる“共通のシンボル”としての役割も担っています。 

また、福利厚生の一環として、乗組員の下船を待つご家族やお子さまにも仕事への理解と親し

みを感じてもらえるよう、社員価格で同グッズを提供。特にパーカーは非常に好評で、ある乗

組員が家族・親戚分として 5 着を購入するほど喜ばれており、家庭内での会話のきっかけにも

なっているとの声も届いています。船員という職業への誇りや連帯感を日常の中で自然に感じ

られるツールとして、今後も継続的に展開していく予定です。 

 

 



        

 

 

④ 金融情報提供による生活支援 

・船員の特殊な勤務体系（長期乗船とまとまった休暇）を踏まえ、金銭管理や金融リテラシー向

上を目的とした教育施策も毎月発行の「安全・健康冊子」にて、2024 年 4月から実施中。 

・2025 年度からは全 36回の金融情報シリーズを展開。「お金の貯め方」「保険の入り方」「クレ

ジットカードの仕組み」「下船中の支出の傾向と対策」など、社会人として、船員としての基



        

礎教養を育む内容で発信しています。 

（参考：毎月の金融情報テーマ） 
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